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業務効率化および情報共有基盤強化に関する提案書
■ 1．提案の背景と目的
現在、当社における業務は各部署でパソコンを活用して進められているものの、情報の共有方法が個別対応に依存しており、全社的な連携に課題が見受けられます。

特に、データの受け渡しや管理方法が統一されていないため、業務の非効率化や情報の分断が発生している状況です。

本提案では、これらの課題を解消し、業務の効率化・情報共有の円滑化・セキュリティ向上を目的として、社内の情報基盤の見直しおよび環境整備を提案いたします。

■ 2．現状の課題（業務・運用面）
現状における主な問題点は以下の通りです。
・データの共有手段がUSBメモリや外部媒体に依存している
・最新ファイルの所在が不明確で、重複作業や誤使用が発生している
・担当者不在時に必要な情報へアクセスできないケースがある
・ファイル紛失や情報漏洩のリスクが高い運用となっている
・バックアップ体制が不十分で、データ消失リスクが存在する
これらの状況は、日々の業務効率を低下させるだけでなく、将来的なトラブルや損失につながる可能性も懸念されます。

■ 3．提案内容（情報共有基盤の構築）
本提案では、従来の単純なLAN構築にとどまらず、以下のような統合型の情報共有環境の整備を推奨いたします。
（1）社内ネットワーク環境の整備
社内に有線および無線ネットワークを構築し、すべての端末が安定的に接続できる環境を整備します。
（2）ファイル共有システムの導入
ネットワーク上に共有フォルダを設置、またはクラウドストレージを導入し、部署・プロジェクト単位でのデータ共有を可能にします。
（3）アクセス権限の管理
役職・部署ごとにアクセス権限を設定することで、必要な情報のみを適切に共有し、情報セキュリティを確保します。
（4）バックアップおよびデータ保全対策
定期的な自動バックアップを導入し、万が一の障害時にも迅速に復旧できる体制を整えます。

■ 4．導入による期待効果
本施策の実施により、以下の効果が期待されます。
・データ共有の迅速化による業務効率の向上
・情報検索時間の短縮による生産性向上
・担当者依存の業務からの脱却
・情報漏洩リスクの低減
・テレワークや将来的なDX推進への対応基盤構築
特に、日常業務における無駄な作業時間の削減は、組織全体のパフォーマンス向上に直結する重要なポイントです。

■ 5．導入ステップ（実施計画）
円滑な導入のため、以下の段階的な実施を想定しています。
① 現状調査および要件整理
② ネットワーク設計・機器選定
③ 環境構築およびテスト運用
④ 社内展開および操作教育
⑤ 本格運用開始および改善対応
段階的に進めることで、業務への影響を最小限に抑えつつ導入が可能です。

■ 6．想定コストおよび投資対効果
初期導入には一定の費用が発生するものの、業務効率化による人件費削減や作業時間短縮を考慮すると、中長期的には十分な投資対効果が見込まれます。
また、トラブル防止やリスク低減の観点からも、本施策は必要性の高い投資であると考えます。

■ 7．補足資料
・情報共有システム導入事例集
・中小企業向けIT環境整備ガイド
・クラウドストレージ運用マニュアル

■ 8．まとめ
本提案は、単なる設備導入ではなく、業務プロセスそのものの改善を目的とした基盤整備です。
情報の一元管理と共有体制の確立により、効率的で柔軟な働き方を実現することが可能となります。
何卒、本提案の趣旨をご理解いただき、ご検討賜りますようお願い申し上げます。
以上
